














森 田 浩 一
Zashi of“Wen Xuan”from the Aspect of Classfication
MORITA Koichi
Abstract: Zashi of“Wen Xuan”is the category based on the category in the preceding anthologies of
“Wen Xuan”, and are the titles of the poems contained therein. The general way of poems in posterity－ex­
pressions of daily feelings −− had become common in Song Qing Liang dynasties, where the production of
wuyanshi（five­syllable poetry）was flourishing. Those poems that did not fit in certain frame（category）
were included in the category of“miscellaneous”, and eventually the poems that were located as their source
were also called“zashi”when they were untitled. Poems which were fascinating and full of energy had thus
come to be called“miscellaneous（雜）”poems.





















































































































































































































漢から東晋まで約 600年間の作家は 100人，作品の篇数は 500篇足らず。一方，宋斉から『文選』編纂の梁まで









９６ 甲南女子大学研究紀要Ⅰ 第 57号（2021年 3月）
・古人の作る所，元と題目有り，撰して『文選』に入るるに，『文選』その題目を失い，古人詳らかならず，
名づけて雑詩と曰う。（空海『文鏡秘府論』論文意）
・雑なる者は流例に拘わらず，物に遇いて即ち言う，故に雑と云うなり。（『文選』李善注，巻二十九王粲
「雑詩」注）
・興致一ならず，故に雑詩と云う。（『文選』李周翰注，同じく王粲詩への注）
といった解説が目につくが，『文選』が二次的な選集であったということを思えば，先行する選集に雑詩という類
目のもとに集められた詩が，今度は詩題としても雑詩とよばれるようになって収録されたと考えるのが自然であ
ろう。
『七略』を思い出していただきたい。色々な賦を集めた書籍に「雑～～賦」の名が付けられていた。『隋書』経
籍史に収録される，宋斉梁の盛んに編纂された，総集，選集の以下のようなタイトルを眺めるだけで，いろいろ
な文体を集めた「雑～～」なる書籍が多く生み出されたことが想像できる。
『文章志録雑文』，『名士雑文』，『雑文』
『雑都賦』，『梁雑賦』，『雑賦注』
『雑詩』七十九巻江邃撰，『雑詩』二十巻宋太子洗馬劉和注，『二晋雑詩』，『雑詩鈔』謝霊運撰。
他に，雜碑，雜詔など枚挙に暇がない。そして，『雑詩鈔』なる，『文選』雑詩にその作品を多く掲載される謝霊
運が編んだ選集があったことは注意されて良い。『文選』雑詩の代表的詩人である謝霊運が「雑詩」という類目に
収められるような詩のアンソロジーを編んでいたのである。
『隋書』経籍史総集の序にいうように，建安以降，繁茂していく文章，そして書籍に対応して，閲覧の便のため
に流別という観点に基づいた選集が編まれるようになっていく。この趨勢の中では，五言詩の制作が並行して盛
んになり，「公讌，贈答などのように一定の枠にしばられず，詩人の感興の赴くままにうたわれた詩」8が多く生
み出されるにいたった。その高エネルギーが選集の類目の中で，美しくおさまりきれない「雑詩」という類目を
産み，やがてその「雑詩」に焦点を当てた『雑詩』という選集さえ生み出されるようになる。
ふだんの感興をうたった，宋斉梁の詩人の作品は，既に五言詩によってそういった日常の思いをうたうことが
普通になっており，それゆえ，詩題には内容にふさわしいタイトルがつけられるようになった。謝霊運や沈約の
雑詩は，唐詩の祖型である。『文選』の編者にとっての近世の詩であった謝霊運たちの詩，それらを配列するに当
たって，『文選』はその流別上の源流を漢魏晋の無題詩に取った。古きものは「古詩」というタイトル，その後の
ものは，「雑詩」という類目に集められた故に「雑詩」というタイトルをつけて。
沈約・謝朓という永明体の代表的詩人以降，謝霊運たちを経て唐の近体詩につながっていく，新風の詩の躍動
的なエネルギーが，『文選』の「雑詩」という類目に匂い立っているのである。
「雑詩」は分類から見れば，美しく割り切れない分類上の類目から発生した詩題なのであった。整然とした分類
を許さない，おさまりきれないエネルギーをその時代にもった詩，それが雑詩であったということができる。
まさしく，日々の感興を詩に託す，そんな後世の詩の一般的なありかたが生まれてきた宋斉以降の詩群を，『文
選』や『文選』がもとづいた選集は，雑詩という類目にいれ，「古詩十九首」以来の流別としてうちたてたのであ
る。
「雜」という，それ自体はやはりプラスの積極的な意味を持たぬ括りとしての字を冠した詩群が，かくも魅力に
あふれたものとなったのは，分類に因る皮肉で興味深い現象であったのだ。
───────────────────────────────────────────
８ 一海知義「西晋の詩人張協について」（『中国文学報』第 7冊，1957年）
森田 浩一：分類から見た『文選』雑詩 ９７
